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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は「
癸（
み
ず
の

と
）卯（
う
さ
ぎ
）」で
す
。

　
う
さ
ぎ
は
跳
ね
る
特
徴
が
あ

る
た
め
、
景
気
が
上
向
き
に
跳

ね
る
、
回
復
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。縁
起
の
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
広
報
広
聴
委
員
会
で

は
、
広
報
の
あ
り
方
や
紙
面
づ

く
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
５
日
に
は
、「
ま

ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に「
お
で

か
け
ト
ー
ク
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
ご

参
加
下
さ
い
。今
年
も
広
報
広

聴
委
員
会
一
同
、
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
胡
摩
田
弘
孝
）
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 明けま
しておめでとうございます。
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おでかけトーク開催します
大 田 市 議 会

　延期となっておりました大田市議会「おでかけトーク」の開催日時が決定しましたので
お知らせします。皆さんのお申込みをお待ちしております。
　私たちと一緒に「まちづくり」を考えましょう！

申し込み・問い合わせ：大田市議会事務局　　

テーマは「まちづくり」
大田市役所４階大講堂
長久まちづくりセンター
仁万まちづくりセンター

大田会場大田会場

長久会場長久会場

仁摩会場仁摩会場

TEL0854-83-8137　※申込締切：1/３１（火）

定員：各会場25名程度

10:00～11:30
2月5日㈰
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2023.1.19 （2）おおだ市議会だより2023.1.19（3） おおだ市議会だより

12月定例市議会
一般会計
補正予算
一般会計
補正予算
（第7～8号合計）（第7～8号合計） 補正額　10億21 万円補正額　10億21 万円補正額　10億21 万円補正額　10億21 万円

12月定例市議会は、令和4年12月2日（金）～19日（月）
までの会期で開催され、上程された議案について慎重に
審議した結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主 な補 正 内容

全ての妊婦・子育て家庭が安心して
出産・子育てができるよう、伴走型相
談支援と、経済的支援を一体的に実施

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】

▼
大
田
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

▼
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対
象
水
田
の

見
直
し
方
針
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
、原
案
可
決
】

▼
大
田
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、全
国
一
律
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、法
の
施
行
に
係
る
細
目

を
定
め
る
。

▼
大
田
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
適
正
か
つ
公
正
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
調
査
審
議
機
関
を
設
置
す
る
。

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】

▼
大
田
市
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
高
齢
期
の
職
員
の

多
様
な
職
業
生
活
設
計
の
支
援
を
図
る
。

▼
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
２
０
３
０
年
に
島
根
県
で
開
催
予
定
の
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
整
備
に
係
る
財

源
等
と
し
て
、新
た
な
特
定
目
的
基
金
を
設
置
す
る
。

おおだプレミアムお買い物チケット
発行事業 3,500万円
市内店舗等で利用できるプレミアム
付きお買い物チケットを販売し、景
気の回復及び地域の活性化を図る

令和4年8月の豪雨で被災した農業
用施設の災害復旧（23ヶ所）

特定地域づくり事業協同組合
支援事業 710万円
大森地区における特定地域づくり事
業協同組合の設立に対する支援

賛
成
多
数

現年耕地災害復旧事業
2,214万円

新
設
条
例

【
継
続
審
査（
総
務
教
育
委
員
会
付
託
】

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
任
意
性
を
尊
重
す
る

請
願

　（
請
願
者
）大
田
市
長
久
町
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
幸
隆

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願・陳
情

議
員
提
出
議
案

 （一般会計総額  257億284万円） （一般会計総額  257億284万円） （一般会計総額  257億284万円） （一般会計総額  257億284万円）

温泉津町荻村の被害 大森の町並み

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金給付事業（電力等の価格高
騰による負担増を踏まえ、住民税非課税世帯等
に対し、1世帯あたり5万円を支給）

現年土木災害復旧事業（令和4年8月の
豪雨及び9月の台風により被災した公共土木施設
の緊急対応及び復旧、河川21ヶ所・道路11ヶ所）

主 な 補 正 内 容 補正額

3億3,895万円

6,340万円

指定管理議案一覧表

指定する期間 ： 令和5年４月１日～
　　　　　　令和10年３月３１日までの５年間

大田市民会館
公益財団法人
大田市体育・公園・
文化事業団

指定する期間 ： 令和5年４月１日～
　　　　　　令和8年３月３１日までの3年間

石見銀山
龍源寺間歩

石見銀山
みらいコンソーシアム

指定する期間 ： 令和5年４月１日～
　　　　　　令和10年３月３１日までの5年間

大田老人
福祉センター

社会福祉法人　
大田市社会福祉協議会

施 設 の 名 称 指定管理者となる団体の名称

3,703万円
出産・子育て応援事業

令和4年度一般会計
補正予算（第6号）
令和4年度一般会計
補正予算（第6号）
令和4年度一般会計
補正予算（第6号）
令和4年度一般会計
補正予算（第6号）

4億478万円4億478万円4億478万円4億478万円
10月24日
開催

10月臨時市議会 全
会
一
致

利用期間　令和5年3月～5月
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いっぱん質問 市政に対する一般質問は、12月7日、8日に行われ、13人の議員が執行部の
考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲メリークリスマス！サンタとトナカイがやってきた（12月21日　志学保育園）

新庁舎建設ありきで
進めるべきではない

新庁舎の機能や規模を明確に
した上で、それに見合った
財源を確保したい

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等
：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第49号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第7号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第50号　令和4年度大田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第2号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第51号　令和4年度大田市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第2号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第52号　令和4年度大田市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第53号　令和4年度大田市生活排水処理事業特別会計補正予算
（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第54号　令和4年度大田市簡易給水施設事業特別会計補正予算
（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第55号　令和4年度大田市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第56号　令和4年度大田市大田市駅周辺土地区画整理事業特別会
計補正予算（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第57号　令和4年度大田市水道事業会計補正予算（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第58号　令和4年度大田市下水道事業会計補正予算（第1号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第59号　令和4年度大田市病院事業会計補正予算（第3号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第60号　大田市個人情報保護法施行条例制定について 可決 14：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第61号　大田市個人情報保護審査会条例制定について 可決 14：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第62号　大田市職員の高齢者部分休業に関する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第63号　大田市スポーツ振興基金条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第64号　大田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する
条例等の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第65号　大田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第66号　大田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第67号　大田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第68号　大田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条
例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第69号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第70号　大田市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の
一部を改正する条例制定について

可決 14：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第71号　大田市手数料条例の一部を改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第72号　大田市議会議員及び大田市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用の公営に関する条例等の一部を改正する条例制定に
ついて

可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第73号　大田市通学バスの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第74号　大田市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例制定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第75号　波根町の字の区域の廃止について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第76号　大田老人福祉センターの指定管理者の指定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第77号　石見銀山龍源寺間歩の指定管理者の指定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第78号　大田市民会館の指定管理者の指定について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第79号　財産の取得について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第81号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第8号） 可決 14：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

議案第82号　令和4年度大田市病院事業会計補正予算（第4号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

■議員提出議案
議案第80号　大田市議会の個人情報の保護に関する条例制定につ
いて 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―
議案第83号　大田市議会議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の
一部を改正する条例制定について 可決 14：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

意第4号　水田活用の直接支払交付金の交付対象水田の見直し方
針に関する意見書の提出について 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ―

■請願・陳情
請願第1号　マイナンバーカード取得の任意性を尊重する請願 継続

審査 議会閉会中の継続審査（総務教育委員会付託）

◇12月定例会提出議案等賛否一覧表

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）　※欠は欠席

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等
：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第48号　令和4年度大田市一般会計補正予算（第6号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

◇10月臨時会提出議案等賛否一覧表
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2023.1.19 （4）おおだ市議会だより2023.1.19（5） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、12月7日、8日に行われ、13人の議員が執行部の
考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲メリークリスマス！サンタとトナカイがやってきた（12月21日　志学保育園）

新庁舎建設ありきで
進めるべきではない

新庁舎の機能や規模を明確に
した上で、それに見合った
財源を確保したい

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

 議員

質
問
　
市
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
、近
く
基
本
構
想
策
定
の
業

者
を
決
め
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
が
、市

の
中
期
財
政
見
通
し
に
よ
れ
ば
、将
来
の

大
田
市
に
危
惧
の
念
し
か
浮
か
ば
な
い
。

家
庭
で
言
え
ば
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整

基
金
も
底
を
つ
い
て
い
る
現
状
と
、市
以

上
に
財
政
危
機
に
あ
る
国
か
ら
の
地
方

交
付
金
も
、い
つ
ま
で
も
あ
て
に
で
き
な

い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、建

設
あ
り
き
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。少
な
く
と
も
建
設
費
の
半
額

程
度
の
基
金
を
積
ん
で
か
ら
で
も
遅
く

は
な
い
。

答
弁
　
財
源
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、ま
ず
は
新

庁
舎
の
機
能
や
規
模
を
基
本
計
画
に
よ
り

明
確
に
し
た
上
で
、そ
れ
に
見
合
っ
た
財
源

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
基
本
的
に
庁
舎
整
備
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
補
助
金
や
有
利
な
起
債
は
な
い
が
、施

設
の
複
合
化
や
多
目
的
化
、国
の
政
策
に

沿
っ
た
機
能
の
整
備
等
に
よ
っ
て
、補
助
金

や
有
利
な
起
債
が
利
用
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
。ま
た
、新
庁
舎
整
備
を
念
頭
に
お
い

た
財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
、昨
年
度
、大

田
市
公
共
施
設
総
合
管
理
基
金
を
創
設
、

現
在
1
億
5
0
0
0
万
円
を
積
み
立
て
て

い
る
。

　
一
方
で
、P
F
I
等
の
民
間
活
力
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
、整
備
手
法
の
検
討
も
進
め

て
い
る
。現
段
階
で
財
源
内
訳
を
明
言
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、様
々
な
条
件
を
検
討

し
、で
き
る
だ
け
大
田
市
の
財
政
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
多
文
化
共
生
の
推
進

・
学
校
の
あ
り
方

・
人
事
に
つ
い
て
（
管
理
職
）
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.1.19 （6）おおだ市議会だより2023.1.19（7） おおだ市議会だより

ヤングケアラー支援策
今後の方向性は

ＳＮＳを活用した相談窓口の
周知に努めていく

ＪＲの利用推進を

鉄道路線は地方にとって
重要なインフラである

コロナ感染症の備えと
物価高騰による支援策は

個人消費を喚起するための
施策等を中心に予算化

庁舎管理の徹底を

必要に応じた庁舎管理規則の
見直しや運用方法を構築する

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

清
し

水
みず

　好
このむ

 議員
会
を
通
じ
て
国
や
J
R
に
も
要
望
活
動
を

さ
れ
て
い
る
。

②
市
職
員
の
公
務
出
張
に
関
し
て
は
、行
財

政
改
革
の
観
点
か
ら
、中
国
地
方
管
内
は
原

則
公
用
車
を
使
用
す
る
。但
し
、出
張
の
行

程
や
公
務
上
必
要
な
場
合
は
鉄
道
利
用
を

認
め
る
と
い
う
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
地
方
の
鉄
道
路
線
は
、

通
勤
、通
学
、通
院
の
た
め
の
生
活
交
通
に

加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
等
の

た
め
の
広
域
的
な
移
動
手
段
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
、地
域
活
性
化
や
住
民
の

生
活
に
欠

か
せ
な
い

重
要
な

イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、

将
来
に
わ

た
っ
て
官

民
一
体
と

な
っ
て
守

り
生
か
す

べ
き
と
考

え
る
。

質
問
　
大
田
市
に
と
っ
て
公
共
交
通

機
関
、特
に
J
R
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。そ
こ
で
、次
の
2
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
大
田
市
は
、国
、県
に
対
し
て
何
ら
か

の
要
望
、意
見
書
は
出
し
た
の
か
。

②
市
民
に
先
駆
け
て
大
田
市
役
所
職
員

が
出
張
の
際
に
J
R
を
利
用
す
る
事
は

可
能
か
。車
で
行
く
と
、そ
の
間
す
ご
く

神
経
を
使
う
。列
車
の
場
合
、精
神
的
に

も
体
力
的
に
も
非
常
に
楽
で
あ
り
、待
ち

時
間
に
調
べ
事
が
で
き
る
。こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
た
考
え
を
伺
う
。

答
弁
①
当
市
に
お
い
て
も
J
R
の
存
続

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
、島
根
県
市
長
会
を
通
じ
、本
年
10
月

島
根
県
知
事
に
対
し
、地
方
鉄
道
の
維
持
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
た
。県
は
、全
国
知
事

質
問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
第

8
波
に
及
び
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

と
ゼ
ロ
金
利
政
策
で
円
安
が
生
じ
、食
料

品
や
光
熱
費
等
の
生
活
必
需
品
の
異
常

な
物
価
高
で
多
く
の
生
活
困
窮
者
が
生

ま
れ
て
い
る
。国
か
ら
は
地
方
に
交
付
金

等
の
支
援
は
あ
る
が
、勤
労
者
の
実
質
賃

金
や
年
金
受
給
者
の
可
処
分
所
得
は
下

が
る
一
方
で
、一
般
家
庭・高
齢
者・低
所

得
者
の
健
康
と
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い

る
。そ
こ
で
次
の
2
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
8
波
に
備
え
た
予

防
策
と
、陽
性
者
に
は
入
院
療
養
を
前

提
と
し
た
善
処
策
を
求
め
る
。

②
物
価
高
に
苦
し
む
方
々
に
、国
の
財
政

支
援
策
を
熟
知
さ
れ
た
支
援
と
交
付
金

の
未
執
行
分
を
生
活
弱
者
に
早
期・有
効

に
活
か
さ
れ
た
い
。

答
弁
①
感
染
対
策
予
防
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
と
同
様
に
3
密
の
回
避
を

お
願
い
し
、マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な

ど
、引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

く
。ま
た
、重
症
化
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
2
価
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
検
討
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
陽
性
者
に
つ
い
て
は
、9
月
26
日
よ
り
全

数
届
け
出
の
見
直
し
が
あ
り
、医
療
機
関

か
ら
発
症
届
出
の
対
象
者
を
4
類
型
に
限

定
、発
症
届
に
基
づ
き
、保
健
所
が
優
先
度

の
判
断
を
行
い
、入
院
の
要
否
を
決
定
し

調
整
し
て
い
る
。

②
令
和
4
年
度
の
予
備
費
分
の
う
ち
、原
油
価

格・物
価
高
騰
対
応
分
の
約
1
億
5
1
0
0
万

円
は
、畜
産
経
営
持
続
支
援
事
業
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
金
等
に
予
算

化
し
、電
気・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰
分

約
1
億
3
5
0
0
万
円
は
肥
料
価
格
の
高

騰
対
策
、保
育
施
設
や
小・中
学
校
の
給
食
費

の
負
担
軽
減
等
に
予
算
化
し
た
。

　
予
算
未
措
置
額
、9
9
0
0
万
円
に
つ
い

て
は
、市
内
に
お
け
る
個
人
消
費
を
喚
起
す

る
た
め
の
施
策
等
を
中
心
に
、取
り
組
み
を

検
討
す
る
。

▲大田市駅
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.1.19 （6）おおだ市議会だより2023.1.19（7） おおだ市議会だより

ヤングケアラー支援策
今後の方向性は

ＳＮＳを活用した相談窓口の
周知に努めていく

ＪＲの利用推進を

鉄道路線は地方にとって
重要なインフラである

コロナ感染症の備えと
物価高騰による支援策は

個人消費を喚起するための
施策等を中心に予算化

庁舎管理の徹底を

必要に応じた庁舎管理規則の
見直しや運用方法を構築する

森
もり

山
やま

　幸
こう

太
た

 議員

月
つき

森
もり

　和
かず

弘
ひろ

 議員

質
問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、10

代
で
勉
強
や
仕
事
を
し
な
が

ら
、障
が
い
の
あ
る
家
族
の
介
護
を
す
る

若
い
人
の
こ
と
で
あ
る
。ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
は
、介
護
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

で
、社
会
生
活
、家
庭
生
活
、人
生
設
計

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
度
の
国
の
調
査
報
告
、支
援
策
を
受

け
止
め
た
上
で
の
市
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
国
の
調
査
報
告
を
受
け
、市
と

し
て
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
く

見
つ
け
る
こ
と
と
、支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。ま

た
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
を

高
め
る
た
め
に
、子
供
向
け
に
は
、ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
具
体
例
を
示
し
た
ポ
ス
タ
ー

を
市
内
小
・
中
学
校
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、医
療
機
関
、歯
科
医
療
機
関
な
ど
へ

掲
示
を
行
っ
た
。ま
た
、市
民
向
け
に
は
昨

年
度
か
ら
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
に
合
わ
せ
て
、図
書
館
で
の
パ
ネ
ル
展
示

に
よ
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、子
供
自
身
が
直
接
相
談
で
き
る

よ
う
に
、市
の
電
話
相
談
先
や
島
根
県
教
育

委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
S
N
S
を
活
用

し
た
相
談
窓
口
の
周
知

に
努
め
て
い
く
。ま
た
、

関
係
機
関
が
相
談
を
受

け
た
際
は
、子
ど
も
家

庭
支
援
課
へ
相
談
で
き

る
よ
う
、さ
ら
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
…

　
法
令
上
の
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
般
に
、
本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ

れ
て
い
る
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

森
山
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い

て 答
弁
①
感
染
対
策
予
防
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
と
同
様
に
3
密
の
回
避
を

お
願
い
し
、マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な

ど
、引
き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

く
。ま
た
、重
症
化
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
2
価
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
検
討
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
陽
性
者
に
つ
い
て
は
、9
月
26
日
よ
り
全

数
届
け
出
の
見
直
し
が
あ
り
、医
療
機
関

か
ら
発
症
届
出
の
対
象
者
を
4
類
型
に
限

定
、発
症
届
に
基
づ
き
、保
健
所
が
優
先
度

の
判
断
を
行
い
、入
院
の
要
否
を
決
定
し

調
整
し
て
い
る
。

②
令
和
4
年
度
の
予
備
費
分
の
う
ち
、原
油
価

格・物
価
高
騰
対
応
分
の
約
1
億
5
1
0
0
万

円
は
、畜
産
経
営
持
続
支
援
事
業
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
金
等
に
予
算

化
し
、電
気・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰
分

約
1
億
3
5
0
0
万
円
は
肥
料
価
格
の
高

騰
対
策
、保
育
施
設
や
小・中
学
校
の
給
食
費

の
負
担
軽
減
等
に
予
算
化
し
た
。

　
予
算
未
措
置
額
、9
9
0
0
万
円
に
つ
い

て
は
、市
内
に
お
け
る
個
人
消
費
を
喚
起
す

る
た
め
の
施
策
等
を
中
心
に
、取
り
組
み
を

検
討
す
る
。

質
問
　
庁
舎
内
で
政
党
機
関
紙
の
購

読
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
る
。職

務
中
か
つ
職
場
で
の
購
読
は
公
務
員
の

職
務
上
の
政
治
的
中
立
性
が
疑
わ
れ

る
、以
下
3
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
政
党
紙
の
勧
誘
及
び
配
布
や
集
金
の

実
情
。

②
購
読
内
容
の
調
査
。

③
許
可
な
く
配
布
集
金
は
個
人
情
報
を

預
か
る
役
所
と
し
て
問
題
。職
務
の
中

立
性
、公
務
の
円
滑
か
つ
適
正
に
執
行
す

る
た
め
、執
務
室
で
の
勧
誘
を
禁
止
す
る

条
項
を
規
則
に
追
加
さ
れ
た
い
。

答
弁
①
庁
舎
内
で
、職
員
に
対
し
政
党

機
関
紙
の
配
付
、集
金
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
が
、勧
誘
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
政
党
機
関
紙
の
購
読
が
自
発
的
な
も
の

な
の
か
、
ま
た
議
員
な
ど
か
ら
の
心
理
的

圧
力
が
あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。
政
党
機
関

紙
を
購
読
す
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で

職
員
個
人
の
意
思
に
よ
っ
て
判
断
し
行
わ

れ
て
い
る
。

③
機
関
紙
の
勧
誘
、
配
付
、
集
金
行
為
を

行
う
こ
と
は
、
庁
舎
管
理
規
則
の
第
3
条

の
許
可
行
為
と
し
て
、
販
売
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
商
い
行
為
又
は
講
演
そ
の
他
の

宣
伝
行
為
に
該
当
す
る
た
め
、
市
長
の
許

可
を
受
け
れ
ば
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
業
務
時
間
内
に
お
い
て
個
人
情
報
を

含
む
重
要
な
情
報
は
職
員
が
適
切
に
管
理

し
て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題

は
な
い
。
庁
舎
管
理
規
則
は
、
庁
舎
内
の

維
持
管
理
、
庁
舎
内
に
お
い
て
行
う
市
民

や
来
庁
者
な
ど
の
特
定
多
数
を
対
象
と
し

た
行
為
や
部
外
者
が
庁
舎
内
で
行
う
行
為

等
に
つ
い
て
主
に
規
定
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
必
要
に
応
じ
た
庁
舎
管
理
規
則
の

見
直
し
や
運
用
方
法
を
構
築
す
る
な
ど
、

今
後
対
応
し
た
い
。
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.1.19 （8）おおだ市議会だより2023.1.19（9） おおだ市議会だより

加齢性難聴への
公的支援を

新たな制度の考えはないが
生活習慣予防の取り組みで対応

大田市立病院
　出入口付近の
　　　　安全対策は

適正な環境整備に
努めていきたい

デジタル化の
現状・実績・課題

積極的に活用・推進していく

JR山陰本線、出雲市以西
並びに山口線の将来

過去の経過からJRと国が責任を
持って事業継続に取り組むべき

宮
みや

脇
わき

　康
やす

郎
ろう

 議員

河
かわ

村
むら

　賢
けん

治
じ

 議員

量
が
少
な
い
こ
と
、ま
た
、信
号
機
の
取
付

け
を
前
提
と
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、設
置

す
る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、出
入
口
へ
の
信
号
機
設
置
は
困
難
で

あ
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
県
道
大
田
桜
江
線
に
つ
い
て
は
令
和
6

年
度
中
に
一
部
工
事
が
完
了
予
定
で
あ

る
が
、こ
の
区
間
の
完
成
に
よ
り
、国
道

3
7
5
号
を
利
用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
が

向
上
し
、現
行
の
出
入
口
の
交
通
量
に
変
化

が
あ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
今
後
、道
路
管
理
者
で
あ
る
島
根
県
と
連

携
し
、病
院
に

通
院
さ
れ
る

方
や
付
近
を

通
行
さ
れ
る

方
の
安
全
確

保
を
第
一
と

し
て
、適
正
な

環
境
整
備
に

努
め
て
い
き

た
い
。

宮
脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
後
利
用

質
問
　
車
で
市
立
病
院
に
入
る
時
、

栄
町
方
面
及
び
久
利
方
面
い
ず

れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る
が
、病
院
か
ら

退
出
す
る
時
、栄
町
方
面
か
ら
は
、下
り

坂
で
、通
行
す
る
車
は
、ス
ピ
ー
ド
が
出

や
す
く
、ま
た
周
囲
は
樹
木
が
繁
り
、見

通
し
が
悪
い
た
め
、危
険
を
感
じ
る
と
の

声
が
多
い
。出
入
口
に
信
号
を
設
置
す

る
な
ど
、車
で
安
心
し
て
退
出
で
き
る
よ

う
、来
院
す
る
市
民
の
安
全
を
確
保
し
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
立
場
で
の
病

院
と
し
て
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

答
弁
　
車
で
市
立
病
院
敷
地
か
ら
出
入

り
す
る
運
転
者
に
と
っ
て
若
干
見

え
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、設
置
基
準

に
対
し
て
、市
立
病
院
出
入
口
付
近
の
交
通

▲市立病院出入口の交差点

質
問
　
今
年
3
月
、ダ
イ
ヤ
改
正
が

あ
り
、普
通
列
車
の
運
転
取
り

止
め
な
ど
整
理
が
あ
っ
た
。乗
車
人
数
が

い
な
い
た
め
で
、仕
方
な
い
こ
と
と
思

う
。今
、山
陰
に
新
幹
線
を
と
い
う
意
見

も
あ
る
。し
か
し
、在
来
線
の
大
切
さ
を

訴
え
る
新
聞
投
稿
も
多
く
あ
り
、そ
の

通
り
と
思
う
。

　
開
通
か
ら
1
0
0
年
を
超
え
た
古
い

ト
ン
ネ
ル
や
鉄
橋
。雨
や
風
に
よ
る
倒
木

や
土
砂
崩
れ
も
心
配
で
あ
る
。

　
国
、県
に
ど
う
や
っ
て
鉄
道
を
残
せ
る

か
、協
議
の
場
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

伺
う
。

答
弁
　
本
年
10
月
、大
田
市
が
音
頭
を

取
り
、島
根
県
知
事
に
国
土
交
通

省
の
有
識
者
検
討
会
で
示
さ
れ
た
新
た
な

協
議
会
に
つ
い
て
、協
議
内
容
等
を
明
確
に

示
す
と
と
も
に
、地
域
の
声
が
十
分
に
反
映

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、国
に
働
き
か

け
る
こ
と
。沿
線
自
治
体
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、利
用
者
増
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
対

策
の
検
討
及
び
必
要
な
予
算
措
置
と
着
実

な
実
施
。事
業
者
の
届
出
で
事
業
廃
止
で
き

る
現
行
鉄
道
事
業
法
制
度
見
直
し
の
3
点

に
つ
い
て
要
望
し
た
。ま
た
、12
月
末
に
は

J
R
路
線
の
利
便
性
向
上
と
持
続
の
可
能

性
に
つ
い
て
、市
、県
等
関
係
機
関
一
体
と

な
り
、維
持
、活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
な

対
応
策
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。今
後
も

必
要
に
応

じ
、国
、県
に

対
し
様
々
な

支
援
を
講
じ

る
よ
う
、沿

線
自
治
体
等

と
連
携
し
、

要
請
を
行
っ

て
い
く
。

河
村
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
今
後
の
あ
り
方

▲JR山陰本線石見福光駅付近
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.1.19 （8）おおだ市議会だより2023.1.19（9） おおだ市議会だより

加齢性難聴への
公的支援を

新たな制度の考えはないが
生活習慣予防の取り組みで対応

大田市立病院
　出入口付近の
　　　　安全対策は

適正な環境整備に
努めていきたい

デジタル化の
現状・実績・課題

積極的に活用・推進していく

JR山陰本線、出雲市以西
並びに山口線の将来

過去の経過からJRと国が責任を
持って事業継続に取り組むべき

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

質
問
　
加
齢
に
よ
り
耳
が
遠
く
な
る

加
齢
性
難
聴
は
、社
会
活
動
の

減
少
や
、う
つ
病・認
知
症
の
危
険
因
子

に
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
難
聴
は
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

家
族
や
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
る

が
、購
入
費
用
が
掛
か
り
す
ぎ
る
た
め
に

補
聴
器
の
利
用
を
た
め
ら
う
声
が
あ
る
。

　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
補
聴
器
の
購

入
費
の
補
助
な
ど
、加
齢
性
難
聴
者
へ
の

公
的
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、所
見

を
伺
う
。

答
弁
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頚
部
外
科

学
会
に
よ
り
、加
齢
性
難
聴
は
老

化
に
よ
る
機
能
低
下
で
あ
り
、早
期
に
補
聴

器
な
ど
を
使
い「
聞
こ
え
」を
改
善
し
聞
き

分
け
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
本
市
で
の
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
は
、

聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
に
、障
害
者
総
合
支
援
法
　

に
基
づ
き
購
入
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

内
容
は
基
準
額
内
で
の
購
入
の
場
合
、住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
費
用
の
一
割
相
当

が
自
己
負
担
と
な
り
、加
齢
性
難
聴
の
場
合

で
も
聴
覚
障
が
い
の
基
準
に
該
当
し
手
帳

を
取
得
す
れ
ば
対
象
と
な
る
。現
存
制
度
を

活
用
し
て
頂
く
こ
と
で
、提
案
の
新
た
な
助

成
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　
加
齢
性
難
聴
予
防
に
は
、適
切
な
食
事・

運
動
・
睡
眠
・
禁
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
が
有
効
で

あ
り
介
護
予
防

教
室
や
健
診

な
ど
を
通
じ
て

取
り
組
ん
で
い

く
。亀谷

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
選
挙
に
お
け
る
投
票
機
会
の
確
保

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員

質
問
　
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
、大
き
く

二
つ
の
要
件
が
あ
る
。一
つ
は
、

地
球
の
裏
側
と
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
、「
距
離
の
短
縮
」。

も
う
一
つ
は
、今
ま
で
人
間
が
や
っ
て
き

た
こ
と
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
、機
器
が
行

う
こ
と
で
実
現
す
る
、「
時
間
の
短
縮
」

で
あ
る
。そ
こ
で
以
下
の
2
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
と
実
績
、及
び
今
後

の
課
題
に
つ
い
て

②
大
田
市
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状

と
実
績
、及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

答
弁
①
こ
の
構
想
と
は
、子
ど
も
の
理
解

力
、個
性
に
応
じ
て
資
質
能
力
を
育

成
で
き
る
教
育
I
C
T
環
境
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。令
和
2
年
度
よ
り
児
童
生
徒
へ
の

端
末
と
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、そ
れ

以
降
で
は
電
子
黒
板
な
ど
を
整
備
し
て
、

I
C
T
機
器
を
用
い
た
学
習
活
動
を
定
着

さ
せ
て
き
た
。併
せ
て
、印
刷
な
ど
の
教
員
の

業
務
短
縮
や
、生
徒
へ
の
評
価
が
効
率
的・効

果
的
に
進
め
ら
れ
、学
校
の
授
業
や
家
庭
学

習
で
の
積
極
的
な
参
加
が
増
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、教
員
へ
の
操
作
や
活
用
な
ど
の

研
修
を
実
施
し
、デ
ジ
タ
ル
化
を
最
大
限
、

教
育
に
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

②
行
政
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
活
用
に
よ
り
、

業
務
の
効
率
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、現
状
で
は
、W
e
b

会
議
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
、電
子
決
済
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
導
入
、併
せ
て
、庁
内

の
無
線
L
A
N
の
整
備
を
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、自

治
体
情
報
の
標

準
・
共
有
化
の

対
応
や
、行
政

手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
な
ど

の
推
進
が
必
要

と
考
え
る
。

▶
家
庭
学
習
に
も
活
用
さ
れ
て

　
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
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高齢者ドライバーへの
安全運転サポートを

高齢者講習施設の整備を進める

公共下水道の整備状況と
今後の見通しは

新下水道構想の
堅実な事業実施をしていく

出産・子育て応援
施策の充実を

必要な支援が妊婦・子育てに
届くよう取り組む

危険空き家や
ごみ屋敷への対応は

適正な管理を求めていく

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

柿
かき

田
だ

　賢
けん

次
じ

 議員

質
問
　
近
年
、高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
運
転
誤
作
動
で
の
交
通

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、交
通
安
全
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。車
両
自
体
に

安
全
運
転
支
援
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
サ
ポ
ー
ト
車
が
普
及
す
る
中
、買
い
替

え
が
で
き
な
い
高
齢
者
に
安
全
運
転
支

援
機
能
が
つ
い
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、安

全
運
転
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

答
弁
　
全
国
で
あ
お
り
運
転
が
社
会
問

題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
対
策

と
し
て
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
需
要
が
増

え
た
。設
置
の
メ
リ
ッ
ト
は
、運
転
中
の
事

故
や
車
の
中
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
、あ
お

り
運
転
の
被
害
等
様
々
な
事
態
の
詳
細
を

正
確
に
記
録
で
き
る
こ
と
で
、車
上
荒
ら
し

や
車
へ
の
い
た
ず
ら
等
駐
車
中
の
ト
ラ
ブ
ル

を
抑
制
す
る
効
果
も
あ
る
。

　
一
方
、運
転
時
の
視
界
が
狭
ま
る
場
合
が

あ
る
こ
と
や
、機
種
に
よ
り
感
度
や
性
能
が

違
い
、ま
た
全
て
音
声
で
の
警
告
に
よ
る
も

の
で
、難
聴
の
高
齢
者
に
は
伝
わ
り
に
く
い

こ
と
も
あ
り
、一
律
に
効
果
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、現
在
の
と
こ
ろ
新
た
な
補
助
制
度

は
考
え
て
い
な
い
。安
全
運
転
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、大
田
警
察
署
等
の
協
力
を
い

た
だ
き
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

教
室
を
開
催
す
る
等
安
全
運
転
の
意
識
の

啓
発
に
努
め
る
。

　
ま
た
、現
在
高
齢
者
が
運
転
免
許
を
更
新

で
き
る
よ

う
高
齢
者

講
習
施
設

の
整
備
を

進
め
、
令

和
6
年
秋

の
供
用
開

始
を
め
ざ

し
て
い
る
。

の
周
囲
へ
の
飛
散
だ
が
、中
に
は
倒
壊
の
お

そ
れ
が
あ
る
事
例
も
あ
っ
た
。本
来
、所
有

者
や
管
理
者
が
適
正
に
管
理
す
べ
き
で
あ

り
、不
良
度
の
判
定
に
基
づ
き
、所
有
者
等

に
適
正
管
理
の
依
頼
文
書
を
送
付
し
対
応

し
て
い
る
。適
正
管
理
の
た
め
の
補
修
や
解

体
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、対
応
困
難

な
場
合
も
あ
る
が
、中
に
は
補
助
制
度
を
活

用
し
解
体
、修
繕
等
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

あ
る
。

　
ご
み
屋
敷
問
題
に
つ
い
て
は
、市
民
等
か

ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
現
地
を
調
査
、改
善

す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。ご
み
の
処
分
に

つ
い
て
対
応
困
難
な
場
合
は
、市
の
収
集
運

搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
、処
分
す
る
よ
う
促

し
て
い
る
。

質
問
　
人
口
減
少
の
影
響
な
ど
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
。

倒
壊
の
危
険
だ
け
で
な
く
、周
辺
の
生
活

環
境
悪
化
に
つ
な
が
る
た
め
、空
き
家
所

有
者
に
管
理
責
任
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
や
、市
民
へ
の
周
知
啓
発
が
重
要
で

あ
る
。

　
周
知
の
考
え
や
対
応
、ま
た
危
険
な

空
き
家
の
現
状
と
相
談
状
況
や
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、ご
み
屋
敷
の
増
加
も
予
測
さ
れ

る
が
、大
田
市
に
お
け
る
状
況
と
対
応

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
島
根
県
西
部
地
震
後
の
調
査
で

は
、空
き
家
2
︐9
2
3
件
、危
険

空
き
家
4
7
2
件
で
あ
っ
た
。危
険
空
き
家

に
つ
い
て
は
、3
5
0
件
超
の
相
談
が
あ

り
、そ
の
大
部
分
は
、瓦
や
壁
、窓
ガ
ラ
ス
等

▶
増
え
る
危
険
空
き
家

▲搭載率が毎年上昇している
　ドライブレコーダー
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高齢者ドライバーへの
安全運転サポートを

高齢者講習施設の整備を進める

公共下水道の整備状況と
今後の見通しは

新下水道構想の
堅実な事業実施をしていく

出産・子育て応援
施策の充実を

必要な支援が妊婦・子育てに
届くよう取り組む

危険空き家や
ごみ屋敷への対応は

適正な管理を求めていく

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

 議員

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

 議員
共
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
る
。令
和
13
年

度
の
整
備
完
了
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、目
標

の
達
成
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。そ
の
要
因

は
、市
街
地
で
の
交
通
規
制
や
夜
間
工
事
等

に
つ
い
て
、市
民
生
活
や
店
舗
営
業
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て
調
整
に
期
間
を
要
し
、そ

の
結
果
施
工
期
間
が
増
加
す
る
こ
と
に
あ

る
。汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、令
和
8
年

度
、目
標
値
を
67
％
と
し
て
い
る
が
、現
時

点
で
は
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。水
洗
化

率
に
つ
い
て
は
、令
和
13
年
度
60
％
以
上
と

し
、令
和
3
年
度
末
55
％
、将
来
的
に
は

70
％
以
上
を
め
ざ
し
た
い
。今
年
度
は
、基

本
構
想
の

見
直
し
を

予
定
し
て

い
る
が
、接

続
率
向
上

に
向
け
、新

た
な
接
続

促
進
対
策

の
実
施
に

努
力
し
た

い
。

質
問
　
大
田
市
の
基
本
構
想
計
画

（
新
下
水
道
構
想
）の
中
で
は
、

近
年
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
な

ど
、汚
水
処
理
施
設
整
備
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、効
率
的

か
つ
適
正
な
整
備
手
法
を
選
定
し
、計
画

的
に
実
施
す
る
と
あ
る
が
、よ
り
地
域
の

実
態
や
現
状
に
則
し
た
下
水
道
整
備
を

出
来
る
だ
け
早
く
実
施
す
る
こ
と
が
、

生
活
環
境
の
整
備
や
定
住
対
策
に
も
繋

が
る
と
考
え
る
が
、整
備
の
状
況
や
今
後

の
事
業
の
見
通
し
等
を
伺
う
。

答
弁
　
下
水
道
基
本
構
想
は
、平
成
17

年
度
に
策
定
さ
れ
、平
成
29
年
に

見
直
し
を
行
っ
た
。令
和
2
年
度
で
、温
泉

津
処
理
区
と
仁
摩
処
理
区
は
整
備
が
完
了

し
、現
在
大
田
町
の
橋
北
、橋
南
地
区
や
久

手
町
刺
鹿
等
に
お
い
て
大
田
処
理
区
の
公

▲公共下水道に接続

質
問
　
少
子
化
・
人
口
減
少
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。先
般
、国
の
総

合
経
済
対
策
に
お
い
て
、妊
娠
時
か
ら
出

産・子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型
相
談

支
援
と
経
済
的
支
援
を
一
体
と
し
て
実

施
す
る「
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
」

を
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。大
田
市

に
お
け
る
少
子
化
の
現
状
と
第
2
期
子

ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
進
捗
状

況
、出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
を
活
用

し
た
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

答
弁
　
第
2
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
は
令
和
2
年
度
か
ら
令

和
6
年
度
ま
で
の
5
年
計
画
で
あ
り
、事
業

の
進
捗
状
況
を
毎
年
度
、有
識
者
や
保
育
園

関
係
団
体
、保
護
者
な
ど
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
る
大
田
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
推
進

会
議
に
お
い
て
点
検・評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
を
活
用
し
た

子
育
て
施
策
で
は
、母
子
健
康
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー「
お
お
だ
っ
こ
」を
設
置
し
、妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、安
心
し
て

妊
娠・出
産・育
児
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、妊
娠
届
け
出
時
、

妊
婦
8
か
月
前
後
、出
生
届
け
出
か
ら
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
ま
で
の
、出
産
か
ら
育
児
な

ど
の
見
通
し
を
立
て
る
伴
走
型
相
談
支
援

が
求
め
ら
れ
る
中
、大
田
市
で
は
す
で
に
実

施
し
、更
に
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
、育
児
教
室
な
ど
の
事
業
も
行
い
、相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
子
育
て
情
報
を
周
知
し
、孤

立
化
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、経
済
的
支
援
で
あ
る
出
産・子

育
て
応
援
金
の
支
給
と
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、必
要
な
支
援
が
確
実
に
妊
婦・

子
育
て
家
庭
に
届
く
よ
う
、事
業
に
取
り
組

む
。石田

議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
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行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　  

特
別
委
員
長
中
間
報
告

全
員
協
議
会
の
議
題

全
員
協
議
会
の
議
題

　
１０
月
３
日
、２６
日
、２８
日
、１１
月
１８
日
に

委
員
会
を
開
催
し
三
点
に
つ
い
て
審
議
を

行
っ
た
。

①
ふ
れ
あ
い
会
館
に
つ
い
て

【
市
の
方
向
性
】

既
存
公
共
施
設
へ
の
移
転
と
別
地
建

て
替
え
の
両
面
で
検
討
し
て
き
た
が
、

別
地
に
建
て
替
え
と
す
る
。場
所
は
現

在
検
討
中
。

【
主
な
質
疑
】

移
転
ま
た
は
建
て
替
え
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
建
築
工
事
費
の
比
較
は
。

ふ
れ
あ
い
会
館
が
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

に
移
転
し
た
場
合
の
改
修
費
は
当
初
、約

１
億
５
千
万
円
と
想
定
し
て
い
た
が
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
音
響
、照
明
、座
席
な
ど
様
々

な
改
修
も
含
む
と
数
億
円
規
模
と
な
っ
た
。

新
築
し
た
場
合
、国
、県
か
ら
補
助
金
が
出

常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
　総

務
教
育
委
員
会
　
　

日
時
:
令
和
4
年
１１
月
１
日（
火
）

視
察
場
所

　
・
市
内
7
小
中
学
校

【
大
田
小
学
校（
昭
和
55
年
）・
久
手

小
学
校（
昭
和
62
年
）・
鳥
井
小
学

校（
平
成
3
年
）・
静
間
小
学
校（
平

成
4
年
）・
五
十
猛
小
学
校（
平
成

3
年
）・
仁
摩
小
学
校（
昭
和
53
年
）・

大
田
西
中
学
校（
昭
和
41
年
）】

　総
務
教
育
委
員
長
　

　胡
摩
田
　弘
孝
　  

　
総
務
教
育
委
員
会
で
は
市
内
小
中
学
校

の
建
物
の
現
状
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　
大
田
小
学
校
で
は
外
壁
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
劣
化
に
よ
る
剥
離
が
見
ら
れ
補
修
の

必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。

　
久
手
小
学
校
で
は
躯
体
本
体
に
は
大
き

な
損
傷
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
一
部
塩
害

に
よ
る
外
壁
の
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
た
。

鳥
井
小
学
校
、五
十
猛
小
学
校
、仁
摩
小
学

校
、大
田
西
中
は
い
ず
れ
も
塩
害
に
よ
る

外
壁
の
劣
化
が
著
し
く
早
急
な
対
応
が
必

要
。

　
静
間
小
学
校
は
躯
体
の
損
傷
は
少
な
く

当
面
修
理
等
の
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ

た
。今
回
の
視
察
で
早
急
な
対
応
が
必
要

な
校
舎
に
つ
い
て
は
児
童
生
徒
の
安
全
を

第
一
に
考
え
早
急
に
修
理
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　会
長
　

　石
田
　洋
治
　  

　
11
月
22
日
に
開
催
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
貸
与
・
運
用
規
程
に

つ
い
て
、県
内
で
既
に
先
行
導
入
し
て
い
る

市
議
会
や
県
外
の
市
議
会
を
参
考
に
、大

田
市
の
運
用
規
程
に
つ
い
て
協
議
し
た
。協

議
内
容
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
、管

理
、遵
守
事
項
、使
用
上
の
禁
止
事
項
、会

議
中
に
お
け
る
禁
止
事
項
、違
反
行
為
に

対
す
る
措
置
で
あ
る
。今
後
は
、令
和
5
年

6
月
議
会
か
ら
本
格
導
入
を
目
指
し
、そ

れ
ま
で
の
間
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
文
書
共
有

シ
ス
テ
ム「
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
」に
つ
い
て
1

月
中
に
研

修
会
を

開
催
し
、

本
格
導

入
に
向
け

準
備
を

す
る
こ
と

と
し
た
。

▲五十猛小学校（塩害による劣化を確認）

松村　信之委員長
まつ むら　　 のぶ ゆき

る
。支

援
的
な
も
の
は
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。同

一
年
度
に
、建
て
替
え
と
解
体
を
同

時
に
す
れ
ば
、両
方
、補
助
金
が
で
る
。そ

の
場
合
、国
か
ら
約
５,
５
０
０
万
円
、県
か

ら
約
２,
８
０
０
万
円
の
補
助
が
あ
り
、そ

れ
も
令
和
７
年
度
が
補
助
金
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
い
る
。

②
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て

【
市
の
方
向
性
】

令
和
５
年
度
末
を
も
っ
て
産
業
振
興
施

設
と
し
て
の
機
能
を
廃
止
と
す
る
。そ

の
後
利
用
と
し
て
、避
難
所
に
不
適
切

と
な
っ
て
い
る
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の「
働
く

女
性
の
家
」
部
分
に
移
転
す
る
。旧
消

防
庁
舎
に
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
災

害
用
備
品
を
保
管
し
て
い
る
が
、ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
に
移
す
。ま
た
、ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
と
舞
台
を
活
用

し
、現
在
、分
庁
舎
に
あ
る
情
報
企
画

課
を
サ
ー
バ
ー
を
含
め
て
移
転
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
の
活
動
が
女
性

の
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
理
由
は
。

活
動
が
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
で
は
な
く
、「
女
性
の
活
動
の
場
」と

定
め
て
制
限
す
る
よ
り
、対
象
を
よ
り
幅

問答

広
く
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て

い
る
。　

分
庁
舎
に
つ
い
て
、改
修
す
れ
ば
使
え

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
も
手
を
加
え
て
き
た
が
、建

物
自
体
の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
が
役
割
を
終
え
た

と
判
断
し
た
と
あ
る
が
、そ
の
根
拠
は
。

現
在
は「
趣
味
的
」
な
講
座
・
活
動
が

増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
り
、「
働
く
女

性
」に
特
化
し
た
施
設
か
ら
役
割
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
は
、備
蓄
倉
庫
と
し

て
活
用
す
る
と
あ
る
が
、規
模
が
ち
ょ
う
ど

い
い
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を
残
す
べ
き
で
は

な
い
か
。ま
た
、更
新
す
る
と
、い
く
ら
か

か
る
か
な
ど
、金
額
を
示
し
て
ほ
し
い
。

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、改
修
す
る
と
な

る
と
数
億
円
規
模
の
費
用
が
か
か
る
と
想

定
さ
れ
る
。市
民
会
館
や
あ
す
て
ら
す
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。類
似
施
設
を
ま

と
め
て
い
く
こ
と
が
公
共
施
設
適
正
化
で

あ
る
。サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て
の
後

利
用
に
か
か
る
金
額
を
含
め
て
の
詳
細
は

来
年
２
月
中
旬
に
お
示
し
し
た
い
。

③
議
場
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
江
津
市・雲
南
市・安
来
市
の
議
場
を
視

察
し
た
。江
津
市
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
併

用
し
、机
や
椅
子
を
移
動
設
置
す
る
方
式

の
議
場
で
あ
っ
た
。ま
た
議
員
控
室
な
ど
も

質
素
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
あ
っ
た
。

意
見

問答問答

問答問答問答

　
雲
南
市・安
来
市
は
、と
も
に
小
さ
い
な

り
に
も
議
場
は
議
場
と
し
て
設
置
さ
れ
、

傍
聴
席
も
議
員
席
の
す
ぐ
後
ろ
に
作
ら
れ

て
い
た
。全
協
室
や
委
員
会
室
は
市
民
が

利
用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
た
。

・
江
津
の
多
目
的
な
議
場
が
良
い
が
２
名
、

雲
南・安
来
の
様
な
議
場
常
設
型
が
６
名
、わ

か
ら
な
い
が
１
名
で
あ
っ
た
。

・
議
員
控
室・全
協
室・委
員
会
室・図
書
室

な
ど
に
つ
い
て
は
質
素
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、

市
民
に
開
放
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 ▲江津市の議場（多目的ホール）　

　議会が開催されない場合は
　貸し出しも可能

▲安来市の議場　
　傍聴席が近く、市民が間近で議会を見学する
　ことができる。

▲大田小学校（外壁の剥落が目立つ）

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
・

運
営
協
議
会

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の

　運
営
に
関
し
協
議・調
整
を

　お
こ
な
い
ま
す
〜

12
月
2
日

・
お
で
か
け
ト
ー
ク（
延
期
）

・
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入・運
営
協
議

会
経
過
報
告

12
月
9
日

・
新
庁
舎
に
お
け
る
議
場
等
の
あ
り

方
12
月
19
日

・
令
和
4
年
度
12
月
補
正
予
算

（
案
）の
概
要

・
令
和
4
年
度
大
田
市
病
院
事
業
会

計
12
月
補
正
予
算（
案
）の
概
要

・
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画（
後
期

計
画
）の
策
定

・
大
田
市
中
期
財
政
見
通
し（
令
和

4
年
度
現
在
）

・
第
3
次
大
田
市
男
女
共
同
参
画
計

画
の
策
定

・
大
田
市
新
庁
舎
整
備
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▲五十猛小学校（塩害による劣化を確認）

松村　信之委員長
まつ むら　　 のぶ ゆき

る
。支

援
的
な
も
の
は
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。同

一
年
度
に
、建
て
替
え
と
解
体
を
同

時
に
す
れ
ば
、両
方
、補
助
金
が
で
る
。そ

の
場
合
、国
か
ら
約
５,
５
０
０
万
円
、県
か

ら
約
２,
８
０
０
万
円
の
補
助
が
あ
り
、そ

れ
も
令
和
７
年
度
が
補
助
金
の
最
終
年
度

と
な
っ
て
い
る
。

②
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て

【
市
の
方
向
性
】

令
和
５
年
度
末
を
も
っ
て
産
業
振
興
施

設
と
し
て
の
機
能
を
廃
止
と
す
る
。そ

の
後
利
用
と
し
て
、避
難
所
に
不
適
切

と
な
っ
て
い
る
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の「
働
く

女
性
の
家
」
部
分
に
移
転
す
る
。旧
消

防
庁
舎
に
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
災

害
用
備
品
を
保
管
し
て
い
る
が
、ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
に
移
す
。ま
た
、ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
と
舞
台
を
活
用

し
、現
在
、分
庁
舎
に
あ
る
情
報
企
画

課
を
サ
ー
バ
ー
を
含
め
て
移
転
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
の
活
動
が
女
性

の
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
理
由
は
。

活
動
が
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
で
は
な
く
、「
女
性
の
活
動
の
場
」と

定
め
て
制
限
す
る
よ
り
、対
象
を
よ
り
幅

問答

広
く
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て

い
る
。　

分
庁
舎
に
つ
い
て
、改
修
す
れ
ば
使
え

る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
も
手
を
加
え
て
き
た
が
、建

物
自
体
の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
。

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
が
役
割
を
終
え
た

と
判
断
し
た
と
あ
る
が
、そ
の
根
拠
は
。

現
在
は「
趣
味
的
」
な
講
座
・
活
動
が

増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
り
、「
働
く
女

性
」に
特
化
し
た
施
設
か
ら
役
割
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
は
、備
蓄
倉
庫
と
し

て
活
用
す
る
と
あ
る
が
、規
模
が
ち
ょ
う
ど

い
い
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を
残
す
べ
き
で
は

な
い
か
。ま
た
、更
新
す
る
と
、い
く
ら
か

か
る
か
な
ど
、金
額
を
示
し
て
ほ
し
い
。

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、改
修
す
る
と
な

る
と
数
億
円
規
模
の
費
用
が
か
か
る
と
想

定
さ
れ
る
。市
民
会
館
や
あ
す
て
ら
す
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。類
似
施
設
を
ま

と
め
て
い
く
こ
と
が
公
共
施
設
適
正
化
で

あ
る
。サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て
の
後

利
用
に
か
か
る
金
額
を
含
め
て
の
詳
細
は

来
年
２
月
中
旬
に
お
示
し
し
た
い
。

③
議
場
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
江
津
市・雲
南
市・安
来
市
の
議
場
を
視

察
し
た
。江
津
市
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
併

用
し
、机
や
椅
子
を
移
動
設
置
す
る
方
式

の
議
場
で
あ
っ
た
。ま
た
議
員
控
室
な
ど
も

質
素
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
あ
っ
た
。

意
見

問答問答

問答問答問答

　
雲
南
市・安
来
市
は
、と
も
に
小
さ
い
な

り
に
も
議
場
は
議
場
と
し
て
設
置
さ
れ
、

傍
聴
席
も
議
員
席
の
す
ぐ
後
ろ
に
作
ら
れ

て
い
た
。全
協
室
や
委
員
会
室
は
市
民
が

利
用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
た
。

・
江
津
の
多
目
的
な
議
場
が
良
い
が
２
名
、

雲
南・安
来
の
様
な
議
場
常
設
型
が
６
名
、わ

か
ら
な
い
が
１
名
で
あ
っ
た
。

・
議
員
控
室・全
協
室・委
員
会
室・図
書
室

な
ど
に
つ
い
て
は
質
素
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、

市
民
に
開
放
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 ▲江津市の議場（多目的ホール）　
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　貸し出しも可能
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▲大田小学校（外壁の剥落が目立つ）

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
・

運
営
協
議
会

〜
議
案
の
審
査
ま
た
は
議
会
の

　運
営
に
関
し
協
議・調
整
を

　お
こ
な
い
ま
す
〜

12
月
2
日

・
お
で
か
け
ト
ー
ク（
延
期
）

・
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入・運
営
協
議

会
経
過
報
告

12
月
9
日

・
新
庁
舎
に
お
け
る
議
場
等
の
あ
り

方
12
月
19
日

・
令
和
4
年
度
12
月
補
正
予
算

（
案
）の
概
要

・
令
和
4
年
度
大
田
市
病
院
事
業
会

計
12
月
補
正
予
算（
案
）の
概
要

・
第
2
次
大
田
市
総
合
計
画（
後
期

計
画
）の
策
定

・
大
田
市
中
期
財
政
見
通
し（
令
和

4
年
度
現
在
）

・
第
3
次
大
田
市
男
女
共
同
参
画
計

画
の
策
定

・
大
田
市
新
庁
舎
整
備



2023.1.19 （14）おおだ市議会だより

10/23
大田市総合防災訓練
（正副議長）

11/3
大田市文化祭　テープカット式
（議長）

11/5 東京大田市人会（議長） 全国市議会議長会　
理事会・評議員会合同会議（議長）

11/19
山村留学センター「収穫祭」
（議長ほか）

1/4
令和5年大田市二十歳のつどい
（議長ほか）

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

11/9

2023.1.19（15）おおだ市議会だより

　49才にして、それまでの自分を
かえりみ、50才にして浅学非才な
私でもなんとか大田市のために、市
民のために、地域のためにお役に立
ちたいとの思いで議員になりまし
た。4年後の大田市の未来像は、山
陰道も東西に接続し、大田市駅前周
辺も様変わりするでしょう。変わり
ゆくものの、守らなくてはいけない
もの全てが交わって、皆さん我慢
の連続かも知れませんが、それ
でも笑顔の絶えないまちにな
ることを期待します。

松村信之副委員長
（静間町出身）

　市内事業者の一員として、大田市の産
業振興に少しでも貢献できればとの思
いで目指しました。
　ウイズコロナでの新しいコミュニ
ケーションと生活スタイルに慣れて、誰
もが新しい価値観で楽しみを見つけて
笑顔になれる大田市となれば良いと思
います。

　約40年前にIターン、友達づく
りから始まり、仕事を契機に「ま
ちづくり」に関心が湧き、諸先輩
がいる議会へ、多くの応援を頂
き、若輩ながら生意気にも議員を
スタートしました。
　気付けば古参ですが、若い気持
ちと初心を忘れず「市の将来」や
「議会のあるべき姿」など答え
は見えませんが、皆さんたち
と一緒に論議し合い、市の
発展の一助になれればと想
います。

塩谷裕志委員
（仁摩町出身）

インタビューコーナー
～産業建設委員会編～

根冝和之委員長
（川合町出身）

　18歳で大田市をはなれ、時々里
帰りをしている時に、「大田はつま
らんけ、なにもないけ」と何度か聞
きました。退職後は、大田に帰り何
か出来ないかと考えました。永久帰
郷の時期にちょうど選挙があると
の事。議員になった方が大田の為に
動けると思い立候補しました。市外
の人たちが憧れるような大田市を
みなさんと共に「まげに、ごうげに」
元気よく大田を盛り上げましょう。

清水　好委員
（祖式町出身） 　郵便配達42年、地域の皆さまとの

ふれあいを大切に、お客様の心を届け
る仕事と思い勤めて来ました。多くの
地域の皆さまの支えがあり、これまで
勤められることができました。そし
て、その地域のために今度は私に何が
できるかと思い、郵便局時代に培った
経験を活かし、皆さまの声を市政に届
けるため立候補いたしました。
　4年後は、誰もが「大田に住んでいて
良かった」「大田に戻り働きたい」と感
じることのできる大田市であります。

柿田賢次委員
（長久町出身）

　高校卒業後大田を離れ、8年前
に43年間暮らした大阪からUター
ンしました。後期高齢者の仲間入
りを前に、少し不安もありました
が、地域に暮らす人の目線で、その
声を市政に届け行動したいと議員
をめざしました。人口減少と国の
悪政が続くもとで、大田市の将来、
決して明るいとは思いません。
しかし、市民の皆さんと心を通わ
せ、支えあい、つながりを深めれ
ば、前に進むことができます。ご
いっしょに大田市の未来を切りひ
らきましょう。

宮脇康郎委員
（鳥井町出身）

　４月から新体制がスタートしました。議員全員が熱い想いを胸に市議会議員を志し、
市民の皆さまとともに大田市の発展に向けて取り組んでいきたいと考えています。
　今回は、議員を目指した理由と、大田市の未来像について聞いてみました！最終回は
産業建設委員会です。

松村信之

柿田賢次

根冝和之 塩谷裕志

議員を目指した理由と
        ４年後の大田市の未来像は何ですか？

質問！

清水　好

宮脇康郎
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は「
癸（
み
ず
の

と
）卯（
う
さ
ぎ
）」で
す
。

　
う
さ
ぎ
は
跳
ね
る
特
徴
が
あ

る
た
め
、
景
気
が
上
向
き
に
跳

ね
る
、
回
復
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。縁
起
の
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
広
報
広
聴
委
員
会
で

は
、
広
報
の
あ
り
方
や
紙
面
づ

く
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
５
日
に
は
、「
ま

ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に「
お
で

か
け
ト
ー
ク
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
ご

参
加
下
さ
い
。今
年
も
広
報
広

聴
委
員
会
一
同
、
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
胡
摩
田
弘
孝
）

委
員
長 

塩
谷
　裕
志

副
委
員
長 

亀
谷
　優
子

委
　員 

石
田
　洋
治

委
　員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　員 

宮
脇
　康
郎

委
　員 

柿
田
　賢
次

委
　員 

伊
藤
　康
浩

広
報
広
聴
委
員

編
集
後
記

編
集
後
記

 明けま
しておめでとうございます。
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おでかけトーク開催します
大 田 市 議 会

　延期となっておりました大田市議会「おでかけトーク」の開催日時が決定しましたので
お知らせします。皆さんのお申込みをお待ちしております。
　私たちと一緒に「まちづくり」を考えましょう！

申し込み・問い合わせ：大田市議会事務局　　

テーマは「まちづくり」
大田市役所４階大講堂
長久まちづくりセンター
仁万まちづくりセンター

大田会場大田会場

長久会場長久会場

仁摩会場仁摩会場

TEL0854-83-8137　※申込締切：1/３１（火）

定員：各会場25名程度

10:00～11:30
2月5日㈰


